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三井物産環境基金助成研究 

 

藤川義一・大澤幸樹 1・尾鷲政幸  

 

目 的 

 本県の養殖マコンブの生産向上並びに漁場環境保全のため、早期に高収量で収穫できる高品質「すきこ

んぶ」用マコンブ種苗の開発と養殖手法の確立を目指すとともに、コンブ養殖による漁場環境改善効果を

把握する。 

 

材料と方法 

1 高収量養殖手法の確立 

調査用のマコンブ種苗には、平成 18 年 4 月に八戸市鮫地先から採取した早期成熟系マコンブの大型藻体

を 7 回選抜育種して生産した種苗（以後「F7 株種苗」とする）と、比較のため平成 25 年 10 月に八戸市鮫

地先から採取したマコンブ母藻で生産した種苗（以後「F1 株種苗」とする）を用いた。種苗は水産総合研

究所内で生産・培養したもので、沖出しまでに、全長 5 ㎜程度に生長させた。種苗の沖出しは、八戸市鮫

地先に設置された延縄式養殖施設の幹綱部分に種苗が付いた種糸を巻き付けして行った。平成 24 年 12 月

11 日、20 日、平成 25 年 1 月 17 日に F7 株種苗、平成 24 年 12 月 14 日には F1 株種苗を沖出しした。 

養殖マコンブの測定は、平成 25 年 1 月から 9 月にかけての各月 1 回、各沖出し時の種苗と養殖施設に自

生した天然マコンブの大型に生長した藻体をそれぞれ 20 個体前後選び出し、葉長、葉幅、葉重量を測定し

た。また、4 月から 7 月にかけての各月 1 回、各沖出し時の種苗と養殖施設に自生した天然マコンブにつ

いて、幹綱 30cm の範囲に生育する藻体を 3 カ所で刈り取り、それぞれの本数と湿重量を測定した。 

2 養殖マコンブ成分調査 

平成 25 年 6 月に八戸市鮫地先で養殖した早熟系 F7 株マコンブと八戸市鮫、東通村石持、尻屋地先に生

育する天然マコンブを採取し、それぞれのアルギン酸、グルタミン酸、マンニトールの含有量を測定した。 

なお、アルギン酸は吸光光度法、グルタミン酸とマンニトールは HPLC 法で分析した。 

3 漁場環境改善効果 

平成 25 年 6 月 10 日、8 月 19 日にマコンブ養殖施設周辺に潜水し、視界 5m 範囲に生息する魚類の全長

と個体数を種別に目視で調査した。 

4 大型マコンブ種苗の生産 

平成25年8月19日に八戸市鮫地先の養殖施設で養成中のF7株種苗のマコンブのなかから大型藻体を選ん

で採取し、クーラーボックスに入れて当研究所まで運搬した。搬入した藻体を濾過海水で洗浄した後に150

ℓFRP角型水槽に収容し、桐原らの方法 1)に従い水温10℃に調温した濾過海水をかけ流しながら週毎にPESI

栄養塩液を添加し、光量40μmol/㎡/s、中日条件下（12時間明期：12時間暗期）で培養し、成熟を誘導し

た。 

10月に藻体表面に子嚢斑が認められたため、藻体の子嚢斑形成部分を切り取り、それを滅菌海水で洗浄

し、ペーパータオルに包み10℃の恒温庫内に一晩保管した。翌日、保管した藻体を予め用意した10℃の滅

菌海水が入った2ℓのシャーレ内に静置し、遊走子を放出させた。遊走子が入った海水を晒で濾した後に40

ℓプラスチック水槽に注ぎ、それに約100mのクレモナ糸を巻いた採苗器を入れてF8株種苗の採苗を行った。

その後、採苗器が入った水槽を10℃の恒温庫内で約１日間、暗黒条件下で静置した後、微通気を行い、水

温10℃、光量20μmol/㎡/sの条件下で培養した。培地にはPESI培地を用いて、1週間に1度、PESI培地を入 
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図 1 八戸市鮫地先に沖出した早期成熟系 F7

株及び F1 株マコンブ種苗と養殖施設に

自生した天然マコンブの生長 

れた新たな水槽に採苗器を移して培養を継続した。 

 

結 果 

1 高収量養殖手法の確立 

八戸市鮫地先に沖出しした F7 株及び F1 株種苗と養殖施設に自生した天然

マコンブの生長を図 1 に示した。マコンブ種苗と天然藻体はいずれも冬季か

ら春季にかけて良く生長し、6～7 月にかけて最大となった。7 月以降には葉

の先端から末枯れが見られるようになったため、葉長が減少した。12 月 11

日の早期に沖出しした F7 株種苗は、他の種苗や天然マコンブに比べて葉長、

葉重量が大きく生長し、収穫時期である 5～6 月にはそ

れぞれ葉長が 388～404 ㎝、葉幅が 14.3～15.0 ㎝、葉

重量が 262～400ｇで最大となった。12 月 20 日に沖出

しした F7 株種苗では 5～6 月には葉長、葉幅、葉重量

がそれぞれ 341～395 ㎝、11.2～12.4 ㎝、171～291ｇ

となった。なお、12 月 14 日に沖出しした F1 株種苗は

最大で 6 月に葉長が 360 ㎝、7 月に葉幅が 12.7 ㎝、8

月に葉重量が 358ｇとなり、天然マコンブは最大で 6

月に葉長が 369 ㎝、9 月に葉幅が 14.4 ㎝、8 月に葉重

量が 262ｇとなった。翌年の 1 月 17 日に沖出しした F7

株種苗は、他の種苗や天然マコンブに比べて生長が劣

り、葉長、葉幅、葉重量がそれぞれ最大 265 ㎝、10.5

㎝、158ｇであった。 

F7 株及び F1 株種苗と養殖施設に自生した天然マコ

ンブの密度と現存量を図 2 に示した。各種苗と天然マ

コンブは、いずれも 4 月から 7 月にかけて現存量が増

加したのに対し、密度が減少した。5～6 月の収穫時期

の現存量は、12 月 11 日に沖出しした F7 株種苗では他

の種苗と天然マコンブに比べて多く、それぞれ 238～

287g/㎝で最大となり、7 月に 419g/㎝にまで増加した。

密度は、収穫時期の 5～6 月には、12 月 11 日に沖出し

した F7 株種苗では他の種苗に比べて低く、それぞれ

2.3～2.7 本/㎝となり、7 月には 1.7 本/㎝にまで減少

した。 

2 養殖マコンブ成分調査 

 八戸市鮫産F7株養殖マコンブと八戸市鮫、東通村石持、尻屋産天然マコンブのアルギン酸、グルタミン

酸、マンニトールの含有量を図3に示した。早熟系F7株養殖マコンブは、乾燥重量で100ｇあたりアルギン

酸が22g、グルタミン酸が1600mg、マンニトールが16g含んでおり、グルタミン酸がいずれの天然マコンブ

よりも低く、アルギン酸、マンニトールがそれぞれ石持産、八戸市鮫産の天然マコンブと同程度であった。 
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震災後の磯根資源復活事業 

（空ウニ輸送試験） 

 

鈴木 亮・長崎勝康 1・山田嘉暢 2・田澤 亮 3・菊谷尚久 

 
目 的 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴う大津波で、磯根資源に甚大な被害を受けた三八地域

へ、キタムラサキウニ（以下「ウニ」）を他海域から輸送して移植放流するため、大量のウニを効率よく

輸送するための方法を検討する。 

 

材料と方法 

1. 輸送試験 

 表 1 に 2 か年で実施した輸送試験区を示した。 

(1) 輸送効率試験 

平成 25 年 11 月 1 日に風間浦村易国間から潜水により採取したウニ約 220kg を、45L 容の蓋付きプラス

チックコンテナ（三甲株式会社・A-50-3）20 個に約 11kg ずつ乱積みして収容した。ウニを収容したコン

テナの 10 個を試験区 a として、酸素供給した 1t 活魚水槽中に海水浸漬し（写真 1）、残り 10 個を試験区 b

として、海水浸漬せずそのまま 4 トントラックに積み込み（写真 2）下北地域から三八地域まで輸送を行

い、6 人の作業員によりトラックから漁船に積み換え降ろしに要する時間の計測、作業員から作業の効率

性について聞き取りを行い、昨年度の輸送方法と作業の効率性について比較検討を行った。 

(2) 生残試験 

平成 25 年 11 月 11 日に六ヶ所村泊から潜水により採取したウニ約 320kg を、前述のプラスチックコンテ

ナ 30 個に約 11kg ずつ乱積みして収容した。コンテナ 10 個は試験区 a の方法、残り 15 個を試験区 b の方

法で、下北地域から三八地域までの輸送時間に相当する 3.5 時間をかけて水産総合研究所に輸送を行い、

1.5ｔ角型水槽に移して 1 か月間マコンブを給餌しながら飼育し、生残を調べた。 

平成 25 年 11 月 19 日には風間浦村易国間から潜水により採取したウニ約 110kg を前述のプラスチックコ

ンテナ 10 個のうち、5 個は約 11kg ずつ、残りの 5 個は約 15kg ずつ収容し（写真 3）、各々試験区 b の方法

で下北地域から三八地域までの輸送時間に相当する 3.5 時間をかけて水産総合研究所に輸送を行い、水槽

内で 1 か月間マコンブを給餌しながら飼育して生残を調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 現所属：水産総合研究所 事業時：青森県三八地域県民局地域農林水産部八戸水産事務所  

2 現所属：水産総合研究所 事業時：青森県下北地域県民局地域農林水産部むつ水産事務所 
3 青森県下北地域県民局地域農林水産部むつ水産事務所 

表 1 2 か年で実施した輸送試験区一覧 

 年度 試験区 ウニの収容容器
容器への
収容方法

収容重量
（kg/容器1個）

積載方法
海水浸漬
の有無

酸素供給
の有無

その他

a
45L蓋付き
プラスチックコンテナ 乱積み

＊1 11 1t活魚水槽 有 有

b
45L蓋付き
プラスチックコンテナ

乱積み 11 トラックに直置き 無 無

c
45L蓋付き
プラスチックコンテナ

乱積み 15 トラックに直置き 無 無

d 網篭 乱積み 100 1t活魚水槽 有 有

e 1t活魚水槽 乱積み 260 1t活魚水槽 無 無 マコンブを緩衝剤として使用

f
プラスチックコンテナ
(外寸W620×D460×H150mm) 平積み

＊2 10 トラックに直置き 無 無
海水を浸したムシロを
緩衝剤として使用

　＊1　ウニを容器の中に3段以上で積み込んだ方法。
　＊2　ウニを容器の中に2段で積み込んだ方法。
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図 2 八戸市鮫地先に沖出した早期成熟系 F7

株及び F1 株マコンブ種苗と養殖施設に

自生した天然マコンブの密度と現存量 
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3 漁場環境改善効果 

マコンブ養殖施設周辺に生息した魚類の全

長と個体数を表 1 に示した。マコンブ養殖施

設周辺では、ウミタナゴ、ハナジロガジ、ギ

ンポ、ウスメバル、アイナメ、アサヒアナハ

ゼの生息が見られ、このうち、ウミタナゴや

ウスメバルでは稚魚の群れが観察された。 

4 大型マコンブ種苗の生産 

八戸市鮫地先の養殖施設から採取した早期成熟系F7株の養殖マコンブは、当研究所内で水温と光条件を

調整した流水水槽内の培養で、9月下旬には藻体表面に子嚢班を形成した。その藻体を用いて人工採苗し、

12月には早熟系F7マコンブ種苗を生産した。 

 

考 察 

1 高収量養殖手法の確立 

八戸市鮫地先で生産されているスキコンブ用マコンブには、生長、収量に優れ、葉部が幅広で、適度な

葉厚を持つ藻体が必要とされる 2)。また、八戸市地先に沖出ししたマコンブ種苗は、沖出し時期の旬平均
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図 3  八戸市鮫産早期成熟系 F7 株養殖マコ

ンブと八戸市鮫、東通村石持、尻屋産天

然マコンブのアルギン酸、グルタミン

酸、マンニトールの含有量 

表 1 マコンブ養殖施設周辺に生息した魚類の全長と個体数 

ウミタナゴ 5 150
15 1
20 4 17

ハナジロガジ 10 1
ギンポ 15 1
ウスメバル 5 40
アカメバル 5 8

10 1
アイナメ 25 1
アサヒアナハゼ 5 9

種　名
尾　数

全長（㎝）
平成25年6月10日 平成25年8月19日
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水温が 16℃以上では枯死するが、それ以下になると生長できるものと推察されている 3）。そこで、本研究

では、八戸市鮫産種苗に高収量、早生性の付加を目的に、早期成熟系マコンブの選抜による育種と沖出し

時期を検討した。その結果、早期に沖出しした F7 株種苗は、その後に沖出しした F7 株種苗や F1 株種苗、

天然マコンブに比べて良好に生長し、養殖マコンブの収穫期である 5～6 月には藻体 1 本あたりの重量と現

存量がそれぞれ 30％、12％以上の割合で多いことが分かった。このため、八戸地先におけるマコンブ養殖

は、選抜株種苗を早期に沖出しすることで、その収量増が期待できた。今後も早期成熟系の大型マコンブ

の選抜を繰り返し行い、多収量、早生な藻体の獲得が可能であると考えられた。 

2 養殖マコンブ成分調査 

 アルギン酸は海藻工業製品としての需要があり 3)中国では養殖マコンブから得られている 4)。八戸市鮫

産 F7 株養殖マコンブにはアルギン酸が八戸市鮫産及び尻屋産天然マコンブに比べてやや劣るものの乾燥

重量で 100g あたり 2ｇ含まれていた。このため、八戸市鮫地先の養殖マコンブについても、アルギン酸の

工業製品の原藻として活用できると考えられた。 

 グルタミン酸はコンブのうま味、マンニトールは甘みをつくりだす重要な成分であるが、八戸市鮫産 F7

株種苗ではいずれも尻屋産天然マコンブに比べて低い値を示した。グルタミン酸は八戸市鮫産の天然マコ

ンブでは F7 株種苗に比べて高い値を示し、選抜育種を繰り返した養殖マコンブとの差異が見られた。選抜

育種は集団中の望ましい遺伝子の頻度を高める方法であり、今後、大型の形態に加え、これらの成分の高

い藻体を選抜育種し、形態、形質の優れたマコンブ生産を検討する予定である。 

3 漁場環境改善効果 

 マコンブ養殖施設周辺には多様な魚類が生息し、ウスメバルの稚魚の生息が観察された。ウスメバルは

青森県太平洋北部海域ではマコンブの藻場礁周辺に高密度に生息し、公共事業の便益効果として認められ

ている。今回、マコンブ養殖施設では地域重要魚種であるウスメバルの生息が確認できたことから、養殖

施設には魚類を涵養する機能があり、漁業生産向上の効果が期待できる。 

4 大型マコンブ種苗の生産 

八戸市鮫地先の養殖マコンブは、夏季以降に葉の表面にヒラハコケムシが付着し、9 月には藻体の損傷

が著しくなり、枯死、流失が多くなることがこれまでの調査から認められている。このため、マコンブが

成熟する 10 月まで養殖を継続し、成熟母藻を生産することは困難とされてきた。今回、損傷する前の 8

月に養殖施設から採取した藻体は、研究所内の流水水槽内で 9 月下旬には成熟し、種苗生産に活用するこ

とができた。今後、地元養殖漁業への当技術の普及によって、コンブ漁業生産の安定と向上が期待できる。 
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